　育成会便り１５９号原稿
テーマ「高齢」
ひまわりパーク上牟田　豊野　輝
　
　今回のテーマについて、当事業所が今まさに直面している問題であるとすぐに思いました。ひまわりパーク上牟田の利用者、保護者の高齢化が進む中、将来の展望についてどのように思っているのかを知りたいと感じました。その為保護者と利用者どちらも同じ内容の質問を２項目に絞りアンケートを実施しました。ここに表を挿入してください。




表１、２を見て分かるように保護者と利用者の間に認識のズレがあることが分かりました。特に注目すべき点は「１０年後の住まい」についてです。「自宅（今住んでいる所）」と回答した保護者は１９％に対し、利用者の回答は３３％もありました。「１０年後そばにいる人」についても同様、「親」と回答した保護者は１５％に対し、利用者は２４％でした。これらのことから、保護者は今の生活を続けることが難しく、いずれはお子さんの生活環境を変えなければいけないと思っているのに対し、利用者は現在の生活環境が変わるということを想像出来ていないのではないかと感じました。
実際に利用者の方々へ聞き取りをする中で「１０年後」を想像する事が難しい方が多く、未来をイメージすることは容易ではないと痛感しました。しかし確実に迫って来ている高齢化に対して利用者、保護者、支援者はどのような準備が必要であるかを考えなければなりません。例えば将来を見越してのショートステイや、移動支援、ヘルパーの利用、成年後見人制度の活用、キーパーソンの移行などがあげられます。
将来への準備は本人一人でする事でもなければ、保護者や関係者が単独でできることでもないと感じます。本人を中心とした周囲の方が全員で考える問題ではないでしょうか。
上牟田では保護者会や面談の際に、親元から離れる経験を積むためにショートステイ利用を促してきました。今年度に入りショートステイを利用したり体験したりしている利用者が増えてきました。利用していない方も周囲のショートステイの話を聞く機会が増え、グループホームに対する関心が高まっていることも感じています。
[bookmark: _GoBack]　アンケート項目には自由記述欄を設けました。保護者の方からは「本人の望むところで生きて欲しい」という意見や「１０年後は自分自身が健康にいられるか分からない」「グループホームを新しく作って欲しい」「兄弟姉妹に見て欲しい」という意見がありました。多かった回答としては「問題が迫っているがどうしたらいいのか分からない」という意見もありました。
　最後に利用者の「１０年後はどんなことをしていたいですか」（自由記述欄）の回答をいくつか紹介します。
　「ボクシングがしてみたい」「貼り絵をしたい」「パソコンがしたい」「結婚したい」「今の仕事がしたい」などの前向きな回答が大半でしたが、中には「生きていないかもしれない」「分からない」「特にない」といった将来への漠然とした不安を持っている方がいる事も分かりました。このような不安に施設としてどのように対応していくかも課題として見えてきました。
アンケートにご協力していただきありがとうございました。
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